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総会特集号

連絡先
〒251-0051藤沢市白旗4－9－1～４Ｆ
℡0466－84－1762
fax0466－81－2816
E-mail:fsvnet@arts-k.com

総会は、水島事務局長より会員数65名（４月1日現在）出席会員 名（団体 、個人 ）で

定款27条に定める定数を満たし総会成立の報告の後、森井理事長の挨拶に続いて、来賓代表と

して吉原防災安全部長よりお言葉ををいただき議事に入りました。互選により森井康夫氏を議

長に選任。森井康夫氏より鈴木信夫氏を書記に、佐藤俊平氏及び桑島威氏を議事録署名人に選

び、報告事項、提案事項について審議し全てが承認されました。

■2017 年度 事業報告・決算報告（要約）
ＦＳＶネットの存在を地域の自主防災組織に理

解していただき、当ネットワークへの加入によ

り日頃から顔の見える関係づくりとＦＳＶネッ

トを活用した地域防災力の向上促進と支援を行

いました。主な事業を以下に紹介します。

●災害情報コーディネーターの養成と災害情報

関係機関との連携。藤沢市地域ＩＴ推進会議

（2 回）、統合化地域防災実践支援 web サービス

構築運営委員会（2 回）に参画。レディオ湘南

地域に出張１ラジオで地域防災に出演。

●防災セミナー 災害対応ＷＳ「クロスロード」

（村岡公民館）。辻堂地区防災講演会（湘南工科

大）。防災講話（カトリック藤沢教会）。湘南大

庭地区防災講演会（湘南大庭市民センター）。

避難所に於ける障がい者を考えるＷＳ（市民会

館第 2 展示ホール）。

●災害救援ボランティアコーディネーター養成

講座の実施。村岡会場 ステップアップ養成講

座 受講者 18 人。入門編 受講者 15 名。鵠沼

会場 鵠沼社協主催入門編 参加者 25 名。

●災害情報員・情報コーディネーター要請講座

９人（テラスモール）。

●藤沢市総合防災訓練に参加。三者協定の役割

確認とボランティアセンター設置運営訓練。

●九都県市総合防災訓練のボランティア役とし

て 37 名参加、 小田原市酒匂川河川敷。

●地域防災訓練に参加・片瀬地区訓練に参加

700 人。・ＪＣ神奈川ブロック茅ヶ崎大会防災

ブース支援ＨＵＧ体験 50 人・六会地区訓練に

参加 941 名。・善行地区訓練に参加 499 名。・

村岡地区訓練にサテライトセンター展示 参加

350 名

●地域コミュニティとの交流会。・総会後の交

流会にて連携を強めた。

●2016 年度 収支決算概要

特定非営利活動に係わる事業会計

2016 年 4 月 1 日より 2017 年 3 月 31 日迄

日 時 2018年６月23日（土） 16：30～20：30

場 所 藤沢商工会館 502会議室

吉原来賓代表挨拶 御来賓の皆様

科 目 予算額 決算額 差異(予－決)

当期収入合計(A）

当期繰越収入差額

収入合計(B）

510,000

989,135

1,499,135

401,009

989,135

1,390,144

108,991

0

108,991

当期支出合計(C）

当期支出差額(A)－(C）

次期繰越収支差額(B)－(C）

510,000

0

989,135

375,039

25,970

1,015,105

134,961

－ 25,970

－ 25,970

【参考】災害ボランティアコーディネーター数

１,片瀬地区 29名 ２,鵠沼地区 129 名

３,辻堂地区 14名 ４,村岡地区 81名

５,藤沢地区 23名 ６,明治地区 8名

７,善行地区 34名 ８,湘南大庭地区 61名

９,六会地区 65名 10,遠藤地区 34名

11,湘南台地区 8名 12,長後地区 10名

13,御所見地区 3名

藤沢市内合計 557 名 (H30/3)

森井代表挨拶
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■2018年度事業計画

１、自主防災組織による地域防災力の向上支援

２、関係団体、行政との連携強化

①市民活動及びボランティア活動を行う団体・

個人のネットワーク化の推進

②災害時の活動・拠点及び情報伝達手段の

整備、体制づくり

○サテライトセンター設置支援 ○情報伝

達の体制づくり

③災害時を想定したシュミレーション訓練、

各種講座の開催、広報啓発

○災害救援ボランティアセンター設置・運

営訓練 ○災害ボランティアコーディネー

ター養成講座(初級・入門） ○会報の発

行２回 〇講座、講演パンフレット等作成

〇防災セミナー開催

④相互理解のための交流の場づくり

○シンポジューム、交流会参加

⑤大規模災害避難者支援 ○各種支援

●2017年度収支予算書

●役員・運営委員変更

信田清治氏の退任、鴨下純久氏の転出、吉永

貴弘氏の新任が承認された。

●定款の一部変更

特定非営利活動促進法（ＮＰＯ法）が一部改

正され毎年貸借対照表の公告が義務付けられ、

定款を一部変更した。
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発行者 森井 康夫
発行所 特定非営利活動法人藤沢災害救援ボランティアネットワーク

〒251－0051 藤沢市白旗4ー9ー１～４F号
☎(代）090-3209-5106 fax 0466-81-2816
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編集後記

今年3月に神奈川県より被害最大級の雨が降った場合の浸水想定が

発表された。境川水系では24時間で632㍉の雨が降ると、藤沢市で
は西俣野付近で8.2ｍ、県合同庁舎では4.6ｍ浸水する。折しも西日本

大水害では200人が死亡する未曽有の被害をもたらし、今や最大級は
普通の状況になりつつある。自然環境が変わっている。人も社会も変

わらなければ生き残れない。 Ｔ.Ｏ

科 目 予算額 備考

当期収入合計(A）

当期繰越収入差額

収入合計(B）

441,000

1,015,105

1,456,105

会費、事業費、

補助金、広告等

当期支出合計(C）

当期支出差額(A)－(C）

次期繰越収支差額(B)－(C）

441,000

0

1,015,105

事業費、管理費等

2011年発災当時は経営企画課職員で、藤沢市

は福島県等からの自主避難者を受け入れ等の復

興支援プランを作成し、石名坂や江の島女性セ

ンターに多くの方が避難して来られました。Ｆ

ＳＶの方々には多大な御協力を頂き感謝申し上

げます。10月には宮城県石巻市へ2週間派遣さ

れ住居の応急修理制度の事務に従事いたしまし

た。この間、瓦礫の街に立ち、臭いや風、音、

被災された人々と同じ空気を吸い、被災者に接

し多くの事を学ばせて頂きました。藤沢市と大

船渡市のつながりは、2012年に国土交通省、全

国市長会より職員派遣の要請があり、4月より6

人、2013年に7人、2014年に3人、2015年に2人、

2016年から私が防災管理室に配属となり１年間

行って参りました。昨年

も1人派遣され、被災か

ら7年の大船渡は復興が

大分進み、藤沢市と大船

渡市は２月に災害時相互

応援協定を締結するまで

になりました。ショッピングモールキャッセン

大船渡で両市長とFSV森井理事長の記念植樹も

行われました。

大船渡は、あの震災から立ち上がろうと大変

な努力をされています。また、自然豊かで海の

幸も美味で、地元の人も大変親切です。応援す

る意味でも、是非遊びに行って、お金を落とし

てください！

記念講演 藤沢市防災安全部危機管理課
課長補佐 岩井 飛雄 氏

８月25日(土）午前10時、相模トラフを震源としたＭ8.2の大地震が発生し、市内随所で家屋の倒

壊や道路の損壊等の他、市内ライフライン等の各施設にも大きな被害が生じ、死傷者も多数発生し

たことを前提に、初動体制の確立と実効性を確保する事を目的に行われます。

日時：2018年（平成30年）８月25日(土）10時から12時

場所：藤沢市消防防災訓練センター（藤沢市石川3417－1）
※ 三者協定に基くボランティアセンター開設・運営訓練を行います。

講演終了後に交流会

が開催され、和気藹藹

と情報交換が行われ、

普段余り話すことがな

い方達と様々な意見交換がなされました。ＦＳ

Ｖ、市、社協と共に連携し、防災に取り組む目

標を相互に認識し充実したひと時を過ごしまし

た。


